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問題と目的
　罪悪感や誇りなどの道徳感情（moral emotion）は、人々が道徳的に行
動し、道徳的逸脱行動を避けるよう動機づけるものである。道徳感情とは、
恥、罪悪感、プライドなどが代表的なもので、自己と他者との関わりの中
で自分の姿や行動が評価される自己意識的感情である。その中のひとつ
である罪悪感は、自己の行為、非行為、状況、意図に対して生じるおそれ
から連想される、不快な感情状態である（今岡・庄司, 2017; Baumeister, 
Stillwell, & Heatherton, 1994）。 ト マ セ ロ ら（Tomasello, 2009; Vaish, 
Carpenter, & Tomasello, 2011）によると、罪悪感には、同じ逸脱を再び
犯しにくくするという自己処罰的な機能のみならず、規範を順守する意思
があることを他者に示す社会的な機能もある。そして、典型的な罪悪感の
展示は、謝罪である。
　謝罪は、対人葛藤場面において加害者、あるいは規範逸脱者が最もよく
用いる言語的方略である（田村, 2009; Itoi, Ohbuchi, & Fukuno, 1996）。
より良い対人関係を築くために、適切な謝罪を行うことは重要である。実
際、社会的ソーシャルスキル訓練において、しばしば「適切に謝ること」
が設定される（田村, 2009）。一口に謝罪と言っても、加害者が悪いこと
をしたという気持ちを持った「誠実な謝罪」と「悪いと思っていなくても
謝る」という「道具的謝罪」がある。中川・山崎（2005）は、本質的な対
人葛藤解決のためには道具的謝罪ではなく誠実な謝罪が必要であると指摘
している。「謝罪」と加害者の「罪悪感」の結びつきは、幼児でも基本的
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な理解があることが示されている一方で、次に示すように、誠実な謝罪の
理解が難しいという知見もある。
　田村（2009）は、児童の謝罪認知に及ぼす加害者の言葉と表情の影響を
調べた。実験では、怒りを喚起させる仮想場面において 4 種類の加害者が
提示された。つまり、表情（罪悪感あり、罪悪感なし）×謝罪の言葉（あ
り、なし）の組み合わせの 4 条件である。その後、実験対象の子どもたち
は「このときあなたはどんな気持ちになりますか」という質問に対し、「よ
けい腹がたつ」（増加）、「変わらない」（維持）、「腹が立つのがおさまる」（減少）
の 3 つの選択肢から 1 つ選択するよう求められた。その結果、小学 1 年生
では、罪悪感の表情の有無にかかわらず、謝罪の言葉がないと怒りが増加し、
小学 3 、5 年生は、罪悪感のある顔の提示だけで怒りが緩和された。一方、
大学生では、「罪悪感なし顔—謝罪の言葉あり」条件では怒りが増加したが、
小学生は怒りがおさまった。つまり、小学 3 、 5 年生であっても、怒り感
情において謝罪という言葉の影響が依然として大きいことが示唆された。
　より幼い子どもを対象とした研究として、トマセロらのグループ（Vaish, 
et al., 2011）のものがある。これは、幼児における罪悪感展示の機能の理
解を調べたものである。対象となった幼児は、罪悪感を示す人（ネガティ
ブな表情、かつ謝る）と罪悪感を示さない人（無表情、かつ謝らない）に
対して、「被害者の気持ち」「被害者が抱く好意」「自身が遊びたいと思う
相手はどちらか」「より意地悪な方はどちらか」「どちらに花を何本分配す
るか」などの判断が求められた。その結果、幼児でも他者が謝罪するかど
うかの情報を用いて適切な社会的判断を行うことがわかった。しかしなが
ら、この研究では、田村（2009）の 4 条件のうちの 2 つしか提示していな
いことになる。つまり、道具的謝罪と誠実な謝罪の区別がなされていない
という限界がある。
　そこで本研究は、日本の幼児および小学校低学年の子どもを対象に、罪
悪感展示の機能の理解を調べる。具体的には、（ 1 ）表情と謝罪の言葉は
幼児の怒り感情にどのような影響を与えるのか、（ 2 ）幼児は誠実な謝罪
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と道具的謝罪を区別して社会的判断ができるのか、を検討する。田村（2009）
の研究と同様に、提示する場面は表情の有無と謝罪の言葉の有無を組み合
わせた 4 条件とする。そして、トマセロらのグループの知見（幼児でも謝
罪するかどうかの情報を用いて適切な社会的判断を行う）を拡張し、幼児
が誠実な謝罪と道具的謝罪を区別して社会的判断を行うかどうかを調べる。
なお、本研究で使用する社会的判断は、仲間排除判断とする。仲間排除場
面は、幼児も含めて子どもの社会生活において頻繁に起こる、理解しやす
くかつ重要な問題であるためである。
　仮説は以下である。
　仮説 1 　年齢とともに、過失に対する怒り反応の増減は、謝罪の言葉よ
りも表情に左右されるようになる。
　田村（2009）の結果から、年少者よりも年長者の方が、謝罪の言葉の有
無よりも、罪悪感表出（表情）の有無の方が、怒り感情の緩和に影響する
と予想する。
　仮説 2 　幼児でも誠実な謝罪と道具的謝罪を区別して、仲間排除につい
ての社会的判断を行う。
　田村（2009）にならい、ネガティブ感情の表出を誠実な謝罪と想定す
る。そこで、本研究では、誠実な謝罪を「ネガティブ感情を示し謝るこ
と」、道具的な謝罪を「ポジティブ感情を示し謝ること」として提示する。
Hasegawa（2018）によると、幼児でも道徳感情の情報を利用して仲間は
ずれなどの社会的判断ができることが示唆されている。よって、他児が示
す表情または謝罪の言葉を、仲間入りを許容するかどうかの判断に利用で
きると予想する。
方法
実験参加者　年長児26名（男11名、女15名）、小 2 生24名（男12名、女12名）
が実験に参加した。
手続き　個別インタビュー。幼児は保育園の一室を使用した。小学生は、
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大学の「発達心理学実験室」にて実施された。所要時間はおおむね10分ほ
どであった。注 1 ）
材料　ジグソーパズルで遊んでいたら他児が壊してしまった、というストー
リーである。4 種類の他児（表情：ポジティブ・ネガティブ×謝罪の言葉：
あり・なしの組み合わせ）が紙芝居形式で提示された。表情ポジティブ・
謝罪の言葉ありは「にこにこしながら、ごめんね、と言いました」、表情
ネガティブ・謝罪の言葉ありは「悲しそうな顔をしながら、ごめんね、と
言いました」、表情ポジティブ・謝罪の言葉なしは「にこにこしながら、
何も言いませんでした」、表情ネガティブ・謝罪の言葉なしは「悲しそう
な顔をしながら、何も言いませんでした」であった。提示順序はランダム
であった。紙芝居上の「他児」は、それぞれの表情に対応した表情が描か
れていた。参加者は「 4 種類の他児」それぞれに対し、「その後の感情の
変化」と「仲間排除」の判断が求められた。「その後の感情の変化」は、
「とても腹が立つ（ 5 ）」、「少し腹が立つ（ 4 ）」、「変わらない（ 3 ）」、「少
し腹が立つのがおさまる（ 2 ）」、「とても腹が立つのがおさまる（ 1 ）」の
5 つの中から 1 つ選択させた。感情変化は星のマークの大きさで表現し、
子どもにその中から一つ選択させた。「仲間排除」は、「いっぱい遊びたい
（ 4 ）」、「遊びたい（ 3 ）」、「遊びたくない（ 2 ）」、「全然遊びたくない（ 1 ）」
の中から 1 つ選択させた。それぞれ大きな○、○、×、大きな×の記号で
表現し、子どもにその中から一つ選択させた。
結果
仮説 1の検証　注 2 ）
　年齢（年長・小 2 ）×表情（ポジティブ・ネガティブ）×謝罪の言葉（あ
り・なし）を独立変数、「その後の感情の変化」得点を従属変数とした分
散分析の結果、年齢、表情、謝罪の言葉の主効果（F（1,47）= 6.45,p<.05; 
F（1,47）=96.06, p<.001; F（1,47）=67.52, p<.001）、表情×年齢（F（1,47）
=5.73, p<.05）、表情×謝罪の言葉（F（1,47）=15.31, p<.001）、年齢
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×表情×謝罪の言葉の交互作用（F（1,47）=5.45, p<.05）が有意であった。
年齢×表情×謝罪の言葉の下位検定を行ったところ、小 2 生において「表
情ポジティブ」のときに「謝罪の言葉」のあり・なしにおける「その後の
感情の変化」に差がなかった。それ以外の組み合わせはすべて有意な差が
見られた（p<.05）。
仮説 2の検証
　年齢（年長・小 2 ）×表情（ポジティブ・ネガティブ）×謝罪の言葉（あり・
なし）を独立変数、「仲間排除」得点を従属変数とした分散分析の結果、年齢、
表情、謝罪の言葉の主効果が有意であった（F（1,48）=8.68, p<.01; F
（1,48）=80.68, p<.001; F（1,48）=80.78, p<.001）。小 2 生より幼児、
ポジティブな表情よりもネガティブな表情、謝罪の言葉なしよりも謝罪の
言葉ありの方が、「遊びたい」程度が高くなった。誠実な謝罪（ネガティ
ブ感情を示し謝ること）と道具的な謝罪（ポジティブ感情を示し謝ること）
の比較のために、年齢（年長・小 2 ）×場面（ポジティブ謝罪あり・ポジ
Fig.1　その後の感情の変化
（得点が高いほど「もっと腹がたつ」）
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ティブ謝罪なし・ネガティブ謝罪あり・ネガティブ謝罪なし）を独立変数、
「仲間排除」を従属変数として分散分析を行った。その結果、年齢と場面
の主効果が有意であった（F（1,48）=8.68, p<.01; F（3,144）=61.91, 
p<.001）。下位検定の結果、小 2 生＜幼児、表情ポジティブ-謝罪の言葉
なし＜表情ポジティブ-謝罪の言葉あり＜表情ネガティブ-謝罪の言葉なし
＜表情ネガティブ-謝罪の言葉あり、の順に得点が高くなった（p<.05）。
考察
　本研究は、日本の幼児および小学校低学年の子どもを対象に、罪悪感展
示の機能の理解を調べた。仮説 1 は、「年齢とともに、過失に対する怒り
反応の増減は、謝罪の言葉よりも表情に左右されるようになる」であった。
小 2 生において、他者がポジティブな表情であると、謝罪の言葉があって
もなくてもその後の感情に変化がなかった。つまり、本研究における年長
者の方が、表情がポジティブかネガティブか、つまり罪悪感を感じていな
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Fig.2　仲間排除判断
（得点が高いほど「一緒に遊びたい」）
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いか感じているかということが怒りの増減に需要な情報であることが示唆
された。よって、仮説 1 はおおむね支持された。仮説 2 は、「幼児でも誠
実な謝罪と道具的謝罪を区別して、仲間排除についての社会的判断を行う」
であった。誠実な謝罪（ネガティブ感情を示し謝ること）と道具的な謝罪（ポ
ジティブ感情を示し謝ること）を比較したところ、前者を示す他児の方が
一緒に遊びたいと判断された。よって、仮説 2 は支持された。幼児でも表
情と謝罪の言葉の有無により遊びたいかどうかの判断を変えていた。さら
に、謝罪の言葉があるもののポジティブな表情の表出をした者よりも、謝
罪の言葉がないがネガティブな表情の表出をする者の方を、受け入れた。
つまり、排除判断においては、謝罪の言葉よりも罪悪感の表情を展示する
かどうかが重要であることが示唆された。
　このように、幼児は小 2 生よりも、ジグソーパズルを壊した他者に対し、
あまり腹が立たず、その他者と遊びたいと考える傾向が高かった。しかし、
幼児でも表情と謝罪の言葉の有無を考慮して、社会的な判断（本研究にお
いては排除判断）ができることが示唆された。
　本研究では、判断の理由を聞いていないこと、ジグソーパズル 1 場面で
の検討であること、年齢差の要因（例えば認知能力の発達）を検討してい
ないなど、限界も多い。しかし、罪悪感を機能の点から検討した研究は少
なく、本分析は基礎資料としての価値があると考える。
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で分析を行った。
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